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小
山
利
彦
教
授
略
歴
及
び
業
績
【
略
歴
︼
一
九
六
八
年
三
月
國
學
院
大
學
文
学
部
文
学
科
卒
業
一
九
七
一
年
四
月
成
蹊
高
等
学
校
専
任
教
諭
一
九
七
三
年
三
月
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
一
九
七
三
年
四
月
昭
和
女
子
大
学
国
文
学
科
専
任
講
師
一
九
七
五
年
四
月
昭
和
女
子
大
学
国
文
学
科
助
教
授
一
九
七
九
年
四
月
専
修
大
学
文
学
部
助
教
授
一
九
八
三
年
四
月
専
修
大
学
文
学
部
教
授
現
在
一
九
八
九
年
四
月
専
修
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
現
在
一
九
九
一
年
四
月
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
現
在
一
九
九
四
年
四
月
東
京
女
子
大
学
兼
任
講
師
現
在
二
〇
一
〇
年
四
月
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
現
在
【
学
位
︼
学
位
の
種
類
博
士
︵
文
学
︶
7 小山利彦教授 略歴及び業績
授
与
大
学
國
學
院
大
學
授
与
年
月
日
一
九
九
四
年
十
二
月
七
日
【
所
属
学
会
︼
中
古
文
学
会
︵
一
九
九
二
年
よ
り
常
任
委
員
・
編
集
委
員
︶︑
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
中
世
文
学
会
【
研
究
分
野
︼
日
本
文
学
︵
王
朝
文
学
︑
源
氏
物
語
︑
日
本
伝
統
文
化
史
︶
【
主
な
研
究
業
績
︼
一
編
著
書
『源
氏
物
語
と
皇
権
の
風
景
﹄︵
大
修
館
書
店
︑
二
〇
一
〇
︶
『源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
薄
雲
・
朝
顔
﹄︵
至
文
堂
︑
二
〇
〇
四
︶
『伊
勢
物
語
﹄︵
翰
林
書
房
︑
一
九
九
九
︶
『宇
都
保
俊
蔭
全
﹄︵
翰
林
書
房
︑
一
九
九
九
︶
『カ
ラ
ー
版
平
家
・
義
経
記
・
太
平
記
﹄
共
編
︵
お
う
ふ
う
︑
一
九
九
五
︶
『源
氏
物
語
宮
廷
行
事
の
展
開
﹄︵
お
う
ふ
う
︑
一
九
九
一
︶
『古
典
を
歩
く

源
氏
物
語
﹄︵
毎
日
新
聞
社
︑
一
九
八
九
︶
専修国文 第94号 8
『カ
ラ
ー
版
王
朝
文
学
選
﹄
共
編
︵
桜
楓
社
︑
一
九
八
八
︶
『源
氏
物
語
と
風
土
︱
そ
の
文
学
世
界
に
遊
ぶ
︱
﹄︵
武
蔵
野
書
院
︑
一
九
八
七
︶
『玉
鬘
・
初
音
﹄︵
新
典
社
︑
一
九
八
六
︶
『源
氏
物
語
を
軸
と
し
た
王
朝
文
学
世
界
の
研
究
﹄︵
桜
楓
社
︑
一
九
八
二
︶
『源
氏
物
語
入
門
﹄
共
著
︵
桜
楓
社
︑
一
九
七
五
︶
二
Ｃ
Ｄ
-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
制
作
『日
本
の
王
朝
文
化
第
一
部
平
安
京
と
源
氏
物
語
︱
朱
雀
大
路
の
周
辺
︱
﹄︵
専
修
大
学
日
本
文
学
文
化
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
二
〇
〇
七
︶
『日
本
の
王
朝
文
化
第
二
部
四
天
王
寺
聖
霊
会
と
舞
楽
﹄︵
専
修
大
学
日
本
文
学
文
化
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
二
〇
〇
七
︶
『日
本
の
王
朝
文
化
男
踏
歌
︱
平
安
京
の
初
春
を
寿
ぐ
﹄︵
専
修
大
学
日
本
文
学
文
化
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
二
〇
〇
五
︶
『専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
韻
文
編
﹄︵
専
修
大
学
日
本
文
学
文
化
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
二
〇
〇
五
︶
『専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
散
文
編
﹄︵
専
修
大
学
日
本
文
学
文
化
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
二
〇
〇
四
︶
『日
本
の
王
朝
文
化
賀
茂
祭
︱
平
安
京
の
華
﹄︵
専
修
大
学
日
本
文
学
文
化
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
二
〇
〇
四
︶
『Ｃ
Ｄ
-Ｒ
Ｏ
Ｍ
源
氏
物
語
上
・
下
﹄︵
富
士
通
Ｓ
Ｓ
Ｌ
︑
一
九
九
六
︶
三
学
術
論
文
・
書
評
・
事
典
・
そ
の
他
｢#
園
御
霊
会
と
王
朝
文
学
﹂︵﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
三
〇
号
︑
二
〇
一
三
・
三
︶
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｢光
源
氏
の
苦
境
︱
桐
壺
院
崩
御
と
雲
林
院
参
籠
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
一
二
・
十
一
︶
｢雅
楽
﹁
源
氏
物
語
﹂
の
う
た
ま
い
﹂︵﹃
天
理
時
報
﹄
二
〇
一
二
・
四
︶
｢平
安
の
大
事
典
皇
祖
神
に
仕
え
る
聖
女
斎
宮
と
伊
勢
神
宮
﹂︵﹃
週
刊
絵
巻
で
楽
し
む
源
氏
物
語
五
十
四
帖
﹄
朝
日
新
聞
社
︑
十
号
︑
二
〇
一
二
・
二
︶
｢平
安
の
大
事
典
平
安
京
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
賀
茂
祭
と
賀
茂
社
﹂︵﹃
週
刊
絵
巻
で
楽
し
む
源
氏
物
語
五
十
四
帖
﹄
朝
日
新
聞
社
︑
九
号
︑
二
〇
一
二
・
二
︶
｢神
人
・
神
事
﹂︵﹃
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
﹄
笠
間
書
院
︑
二
〇
一
一
・
十
一
︶
｢須
磨
・
明
石
︱
琴
の
響
く
風
景
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
一
一
・
十
一
︶
｢賀
茂
祭
と
王
朝
文
学
﹂︵﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
﹄
二
五
三
号
︑
二
〇
一
一
・
九
︶
｢平
安
京
地
主
神
︑
賀
茂
明
神
に
関
わ
る
文
学
空
間
﹂︵﹃
中
古
文
学
﹄
八
七
号
︑
二
〇
一
一
・
五
︶
｢光
源
氏
︑
准
太
上
天
皇
と
し
て
の
御
賀
と
聖
宴
﹂︵﹃
想
思
千
九
年
・
源
氏
物
語
Ⅹ
～
若
菜
の
巻
よ
り
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
一
〇
・
十
︶
｢専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
伝
秀
吉
筆
﹃
源
氏
の
物
語
の
お
こ
り
﹄
試
論
︱
太
閤
秀
吉
と
近
衞
家
︱
﹂︵﹃
源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討
と
新
提
言
﹄
三
号
︑
二
〇
一
〇
・
三
︶
｢浮
舟
の
手
習
と
聖
衆
来
迎
の
楽
﹂︵﹃
想
思
千
八
年
・
源
氏
物
語
Ⅸ
～
手
習
の
巻
よ
り
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
〇
九
・
十
︶
｢源
氏
物
語
千
年
紀
を
迎
え
て
﹂︵﹃
専
修
大
学
図
書
館
﹁
特
選
﹂
貴
重
書
展
図
録
﹄
二
〇
〇
八
・
六
︶
｢皇
城
地
主
神
の
イ
ツ
キ
ヒ
メ
と
し
て
の
斎
王
︱
大
斎
院
選
子
内
親
王
と
源
氏
物
語
へ
の
連
関
︱
﹂︵﹃
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
﹄
竹
林
舎
︑
二
〇
〇
九
・
五
︶
専修国文 第94号 10
｢源
氏
物
語
と
賀
茂
祭
﹂︵﹃
鶴
岡
文
庫
だ
よ
り
﹄
十
九
号
︑
鶴
岡
八
幡
宮
鶴
岡
文
庫
︑
二
〇
〇
九
・
五
︶
｢厳
島
重
要
文
化
財
・
振
鼓
か
ら
王
朝
文
化
へ
の
展
開
﹂︵﹃
世
界
遺
産
・
厳
島
﹄
広
島
大
学
・
内
海
の
歴
史
と
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
︱
厳
島
研
究
︑
五
号
︑
二
〇
〇
九
・
三
︶
｢日
本
と
韓
半
島
の
古
代
文
化
交
流
史
を
辿
る
︱
﹃
漢
韓
大
辞
典
﹄
上
梓
を
祝
っ
て
︱
﹂︵
檀
國
大
學
校
東
洋
研
究
所
﹃
漢
韓
大
辞
典
刊
行
記
﹄
二
〇
〇
八
・
十
︶
｢幻
の
巻
に
お
け
る
賀
茂
祭
︱
光
源
氏
物
語
の
総
括
﹂︵﹃
國
學
院
雜
誌
﹄
一
〇
九
巻
十
号
︑
二
〇
〇
八
・
十
︶
｢角
田
文
衛
著
﹁
北
山
の
﹃
な
に
が
し
寺
﹄﹂﹂︵﹃
源
氏
物
語
と
紫
式
部
研
究
の
軌
跡
研
究
史
篇
﹄
角
川
学
芸
出
版
︑
二
〇
〇
八
・
七
︶
｢皇
権
の
空
間
︱
光
源
氏
物
語
の
風
景
再
現
︱
﹂︵﹃
源
氏
物
語
と
平
安
京
︱
考
古
・
建
築
・
儀
礼
﹄
青
簡
舎
︑
二
〇
〇
八
・
七
︶
｢源
氏
物
語
千
年
紀
へ
の
誘
い
﹂︵
専
修
大
学
図
書
館
︑
二
〇
〇
八
・
四
︶
｢賀
茂
御
祖
神
社
御
蔭
祭
調
査
︱
平
安
京
地
主
神
降
臨
神
事
探
究
﹂︵﹃
明
治
大
学
大
学
院
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
﹄
第
四
号
︑
二
〇
〇
八
・
三
︶
｢権
勢
光
源
氏
の
雅
宴
︱
藤
裏
葉
の
巻
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
〇
七
・
十
︶
｢嵯
峨
御
堂
の
﹁
滝
殿
﹂
︱
光
源
氏
皇
権
へ
の
連
関
﹂︵﹃
源
氏
物
語
へ
源
氏
物
語
か
ら
中
古
文
学
研
究
の
証
言
﹄
笠
間
書
院
︑
二
〇
24
〇
七
・
九
︶
｢王
朝
文
学
と
神
道
史
︱
皇
権
を
軸
と
し
て
︱
﹂︵﹃
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学

平
安
文
学
と
仏
教
・
神
道
・
陰
陽
道
﹄
竹
林
舎
︑
二
〇
〇
七
・
五
︶
｢地
理
︱
雲
林
院
・
紫
野
斎
院
そ
し
て
賀
茂
の
御
手
洗
を
軸
に
﹂︵﹃
講
座
源
氏
物
語
研
究
第
二
巻
源
氏
物
語
と
そ
の
時
代
﹄
お
う
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ふ
う
︑
二
〇
〇
六
・
十
二
︶
｢蹴
鞠
の
名
手
︱
柏
木
の
才
芸
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
内
大
臣
・
柏
木
・
夕
霧
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
十
一
︶
｢男
踏
歌
の
歌
頭
︱
貴
公
子
薫
君
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
薫
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
十
一
︶
｢宇
治
の
山
荘
跡
︑
平
等
院
︱
匂
宮
の
恋
の
舞
台
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
匂
宮
・
八
宮
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
十
一
︶
｢横
川
僧
都
の
恵
心
院
︱
浮
舟
の
出
家
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
浮
舟
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
十
一
︶
｢紅
葉
に
彩
ら
れ
る
清
涼
殿
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
藤
壺
の
宮
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
六
︶
｢紅
花
の
姫
君
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
末
摘
花
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
六
︶
｢西
山
の
御
寺
仁
和
寺
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
朱
雀
院
・
弘
徽
殿
大
后
・
右
大
臣
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
五
︶
｢住
吉
神
の
加
護
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
明
石
の
君
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
五
︶
｢石
清
水
参
詣
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
玉
鬘
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
五
︶
｢斎
王
代
賀
茂
御
祖
神
社
参
入
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
花
散
里
・
朝
顔
・
落
葉
の
宮
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
五
︶
｢源
融
﹁
河
原
院
﹂
も
偲
ば
れ
る
渉
成
園
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
女
三
宮
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
六
・
五
︶
｢源
氏
物
語
の
皇
城
地
主
神
降
臨
の
聖
空
間
﹂︵﹃
源
氏
物
語
重
層
す
る
歴
史
の
諸
相
﹄
竹
林
舎
︑
二
〇
〇
六
・
四
︶
｢光
源
氏
の
栄
華
と
賀
茂
の
祭
祀
﹂︵﹃
国
語
教
育
︱
研
究
と
実
践
﹄
四
三
号
︑
二
〇
〇
六
・
三
︶
｢帝
の
神
遊
び
・
御
神
楽
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
朧
月
夜
・
源
典
侍
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
十
一
︶
｢長
恨
歌
の
名
勝
・
華
清
池
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
桐
壺
帝
・
桐
壺
更
衣
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
十
一
︶
｢長
寿
を
祈
る
万
歳
楽
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
光
源
氏
Ⅱ
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
十
一
︶
｢牛
車
を
立
て
る
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
葵
の
上
・
空
蝉
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
十
一
︶
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｢貴
紳
の
雅
な
管
弦
︱
少
女
の
巻
︱
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
〇
五
・
十
︶
｢南
殿
の
左
近
の
桜
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
光
源
氏
Ⅰ
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
六
︶
｢鞍
馬
寺
の
満
開
の
桜
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
紫
の
上
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
六
︶
｢斎
院
御
禊
の
日
の
車
争
い
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
六
条
御
息
所
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
六
︶
｢夕
顔
塚
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
夕
顔
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
五
・
六
︶
｢光
源
氏
に
よ
る
住
吉
の
聖
宴
︱
東
遊
び
と
御
神
楽
の
資
料
か
ら
︱
﹂︵﹃
儀
礼
文
化
﹄
三
六
号
︑
二
〇
〇
五
・
三
︶
｢光
源
氏
と
皇
権
︱
聖
宴
に
お
け
る
御
神
楽
と
東
遊
び
︱
﹂︵﹃
國
語
と
國
文
學
﹄
八
一
巻
七
号
︑
二
〇
〇
四
・
七
︶
｢紫
宸
殿
高
御
座
・
年
中
行
事
﹂︵﹃
源
氏
物
語
を
読
む
た
め
の
基
礎
百
科
﹄
至
文
堂
︑
二
〇
〇
三
・
十
一
︶
｢墨
跡
彙
考
﹂︵
専
修
大
学
図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
︱
シ
ョ
ン
︑
二
〇
〇
三
・
十
一
︶
｢極
楽
の
音
色
が
輝
く
六
条
院
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
〇
三
・
十
︶
｢細
川
幽
斎
本
﹃
宇
都
保
俊
蔭
﹄
を
軸
と
し
た
本
文
比
較
︵
下
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
七
二
号
︑
二
〇
〇
三
・
一
︶
｢能
因
法
師
︱
風
狂
の
旅
人
と
し
て
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
六
七
巻
十
一
号
︑
二
〇
〇
二
・
十
一
︶
｢﹁
東
国
文
学
﹂
研
究
文
献
・
目
録
抄
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
六
七
巻
十
一
号
︑
二
〇
〇
二
・
十
一
︶
｢若
紫
・
若
菜
の
巻
を
彩
る
謡
と
舞
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
〇
二
・
十
︶
｢野
田
宇
太
郎
氏
と
文
学
散
歩
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
六
七
巻
二
号
︑
二
〇
〇
二
・
二
︶
｢﹁
古
典
文
学
と
旅
﹂
研
究
文
献
目
録
抄
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
六
七
巻
二
号
︑
二
〇
〇
二
・
二
︶
｢紫
式
部
越
前
下
向
の
路
程
試
考
﹂︵﹃
む
ら
さ
き
﹄
三
八
号
︑
二
〇
〇
一
・
十
二
︶
｢楽
︱
光
源
氏
の
聖
性
を
彩
る
﹂︵﹃
雅
楽
﹄
天
理
大
学
雅
楽
部
︑
二
〇
〇
一
・
十
︶
13 小山利彦教授 略歴及び業績
｢四
月
︑
祭
の
こ
ろ
︑
い
と
を
か
し
﹂︵
儀
礼
文
化
学
会
︑
二
〇
〇
一
・
九
︶
｢宇
治
川
の
橋
姫
︱
結
婚
忌
避
の
大
君
﹂︵﹃
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
大
君
・
中
の
君
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
〇
・
六
︶
｢嵯
峨
の
御
寺
・
朱
雀
院
﹂︵﹃
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
若
菜
上
︵
後
半
︶﹄
至
文
堂
︑
二
〇
〇
〇
・
十
二
︶
｢若
菜
上
︵
後
半
︶
を
読
む
﹂︵﹃
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
若
菜
上
︵
後
半
︶﹄
至
文
堂
︑
二
〇
〇
〇
・
十
二
︶
｢細
川
幽
斎
本
﹃
宇
都
保
俊
蔭
﹄
を
軸
と
し
た
本
文
比
較
︵
中
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
六
七
号
︑
二
〇
〇
〇
・
九
︶
｢信
仰
と
陰
陽
道
﹂︵﹃
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
明
石
﹄
至
文
堂
︑
二
〇
〇
〇
・
六
︶
｢細
川
幽
斎
本
﹃
宇
都
保
俊
蔭
﹄
を
軸
と
し
た
本
文
比
較
︵
上
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
六
六
号
︑
二
〇
〇
〇
・
一
︶
｢雲
林
院
と
紫
野
斎
院
﹂︵﹃
源
氏
物
語
の
地
理
﹄
思
文
閣
出
版
︑
一
九
九
九
・
八
︶
｢源
氏
物
語
に
お
け
る
雲
林
院
と
紫
野
斎
院
﹂︵﹃
講
座
平
安
文
学
論
究
﹄
十
三
号
︑
風
間
書
房
︑
一
九
九
八
・
十
︶
｢年
中
行
事
・
儀
式
﹂︵﹃
源
氏
物
語
図
典
﹄
小
学
館
︑
一
九
九
七
・
七
︶
｢年
中
行
事
﹂︵﹃
新
・
源
氏
物
語
必
携
﹄
学
燈
社
︑
一
九
九
七
・
五
︶
｢斎
王
代
御
禊
︵
賀
茂
御
祖
神
社
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
六
一
号
︑
一
九
九
七
・
八
︶
｢宮
中
行
事
﹂︵﹃
源
氏
物
語
が
わ
か
る
﹄
朝
日
新
聞
社
︑
一
九
九
七
・
七
︶
｢Ｃ
Ｄ
-Ｒ
Ｏ
Ｍ
﹃
源
氏
物
語
﹄
制
作
補
記
﹂︵﹃
源
氏
研
究
﹄
二
号
︑
翰
林
書
房
︑
一
九
九
七
・
四
︶
｢挿
頭
す
︱
祭
祀
の
庭
に
み
る
花
﹂︵﹃
國
文
學
﹄
四
二
巻
五
号
︑
一
九
九
七
・
三
︶
｢戸
隠
・
鬼
無
里
・
立
山
と
古
典
文
学
﹂︵﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
﹄
二
七
号
︑
一
九
九
七
・
三
︶
｢源
氏
物
語
に
み
る
賀
茂
神
の
聖
婚
﹁
あ
ふ
ひ
﹂
考
︵
上
︶﹂︵﹃
王
朝
文
学
史
稿
﹄
二
一
号
︑
一
九
九
六
・
三
︶
｢韓
国
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂︵﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
﹄
一
七
一
号
︑
一
九
九
六
・
二
︶
専修国文 第94号 14
｢源
氏
物
語
に
み
る
賀
茂
神
の
聖
婚
﹁
あ
ふ
ひ
﹂
考
︵
下
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
五
八
号
︑
一
九
九
六
・
一
︶
｢遊
宴
・
風
趣
の
河
畔
﹂︵﹃
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
﹄
六
三
号
︑
一
九
九
五
・
十
二
︶
｢小
野
小
町
・
和
泉
式
部
図
書
室
﹂︵﹃
國
文
學
解
釈
と
鑑
賞
﹄
六
〇
巻
八
号
︑
一
九
九
五
・
八
︶
｢源
氏
物
語
と
神
﹂︵﹃
國
文
學
﹄
四
〇
巻
三
号
︑
一
九
九
五
・
二
︶
｢賀
茂
御
祖
神
社
宜
里
亭
・
河
崎
泉
亭
考
︱
﹃
枕
草
子
﹄
の
﹁
賀
茂
の
奥
﹂
を
探
る
︱
﹂︵﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
﹄
二
四
号
︑
一
九
九
四
・
三
︶
｢延
喜
・
天
暦
の
治
︱
源
氏
物
語
に
描
か
れ
た
時
代
︱
﹂︵﹃
源
氏
物
語
を
読
む
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
三
・
三
︶
｢枕
草
子
賀
茂
の
郭
公
考
︵
下
︶
︱
本
文
と
習
俗
と
視
点
に
︱
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
五
二
号
︑
一
九
九
三
・
一
︶
｢枕
草
子
賀
茂
の
郭
公
考
︵
上
︶
︱
風
土
と
習
俗
を
視
点
に
︱
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
五
〇
号
︑
一
九
九
二
・
一
︶
｢神
と
源
氏
物
語
﹂︵﹃
源
氏
物
語
講
座
第
一
巻
﹄
勉
誠
社
︑
一
九
九
一
・
十
︶
｢宮
廷
行
事
・
白
馬
の
展
開
︱
源
氏
物
語
の
世
界
へ
︱
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
四
九
号
︑
一
九
九
一
・
八
︶
｢武
蔵
野
・
葛
飾
・
隅
田
川
・
多
摩
川
・
富
士
山
・
利
根
川
﹂︵﹃
関
東
ふ
る
さ
と
大
歳
時
記
﹄
角
川
書
店
︑
一
九
九
一
・
六
︶
｢白
馬
節
会
の
展
開
﹂︵﹃
す
み
の
え
﹄
二
〇
〇
号
︑
一
九
九
一
・
四
︶
｢長
谷
章
久
著
﹃
和
歌
の
ふ
る
さ
と
﹄﹂︵﹃
紀
事
﹄
十
六
号
︑
一
九
九
一
・
三
︶
｢源
氏
物
語
研
究
の
展
開
︱
祭
祀
の
庭
か
ら
︱
﹂︵﹃
國
學
院
雜
誌
﹄
九
二
巻
一
号
︑
一
九
九
一
・
一
︶
｢文
学
空
間
︱
風
土
と
文
化
︱
﹂︵﹃
紀
事
﹄
十
五
号
︑
一
九
九
〇
・
三
︶
｢朝
顔
の
周
辺
と
斎
院
御
禊
の
こ
と
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
四
五
号
︑
一
九
八
九
・
九
︶
｢和
布
刈
神
事
と
芸
能
﹂︵﹃
専
修
人
文
科
学
年
報
﹄
十
九
号
︑
一
九
八
九
・
三
︶
15 小山利彦教授 略歴及び業績
｢住
吉
大
社
の
初
春
神
事
︱
踏
歌
の
展
開
︱
﹂︵﹃
す
み
の
え
﹄
十
三
号
︑
一
九
八
八
・
十
二
︶
｢論
文
・
レ
ポ
ー
ト
着
手
か
ら
完
成
ま
で
﹂︵﹃
國
文
學
﹄
七
月
増
刊
号
︑
一
九
八
八
・
七
︶
｢王
朝
に
お
け
る
節
供
︱
桃
と
菖
蒲
の
祀
︱
﹂︵﹃
悠
久
﹄
三
三
号
︑
一
九
八
八
・
四
︶
｢平
安
朝
と
そ
の
文
学
風
土
︱
信
仰
・
祭
・
祀
︱
﹂︵﹃
紀
事
﹄
十
三
号
︑
一
九
八
八
・
二
︶
｢﹃
源
氏
物
語
﹄
と
住
吉
信
仰
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
四
一
号
︑
一
九
八
七
・
九
︶
｢佐
渡
の
芸
能
﹂︵﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
人
文
科
学
年
報
﹄
十
七
号
︑
一
九
八
七
・
三
︶
｢御
伽
草
子
に
見
る
女
性
像
︱
王
朝
文
学
か
ら
の
受
容
と
変
容
︱
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
五
十
巻
十
一
号
︑
一
九
八
五
・
十
︶
｢武
蔵
野
・
多
摩
琵
琶
湖
周
辺
︵
含
逢
坂
山
︶
高
知
︵
含
足
摺
岬
︶﹂︵﹃
國
文
學
﹄
十
一
月
増
刊
号
︑
一
九
八
五
・
十
︶
｢男
踏
歌
考
︵
二
︶
︱
中
国
・
日
本
そ
し
て
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
︱
﹂︵
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
﹄
一
〇
一
号
︑
一
九
八
五
・
一
︶
｢男
踏
歌
考
︵
一
︶
︱
中
国
・
日
本
そ
し
て
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
︱
﹂︵
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
﹄
九
九
・
一
〇
〇
号
︑
一
九
八
四
・
十
一
︶
｢更
級
日
記
考
補
遺
︱
文
学
風
土
へ
の
意
識
を
軸
に
︱
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
三
四
号
︑
一
九
八
四
・
一
︶
｢更
級
日
記
考
︱
文
学
風
土
へ
の
意
識
を
軸
に
︱
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
八
巻
十
二
号
︑
一
九
八
三
・
九
︶
｢主
な
紀
行
文
学
一
覧
︱
古
典
編
︱
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
八
巻
十
二
号
︑
一
九
八
三
・
九
︶
｢藤
裏
葉
の
巻
に
み
る
賀
茂
神
の
信
仰
﹂︵﹃
日
本
文
学
﹄
三
二
巻
三
号
︑
一
九
八
三
・
三
︶
｢百
人
一
首
歌
枕
地
図
﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
八
巻
一
号
︑
一
九
八
三
・
一
︶
｢賀
茂
神
の
信
仰
︱
﹃
源
氏
物
語
﹄
と
の
連
関
を
軸
に
︱
﹂︵﹃
風
俗
﹄︑
一
九
八
二
・
九
︶
専修国文 第94号 16
｢下
鴨
神
社
関
係
文
献
と
祭
祀
﹂︵﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
﹄
十
二
号
︑
一
九
八
二
・
三
︶
｢春
日
若
宮
御
祭
の
祭
事
と
芸
能
﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
二
九
号
︑
一
九
八
一
・
九
︶
｢源
氏
物
語
と
表
現
︱
﹁
絵
に
書
き
た
る
や
う
に
面
白
き
﹂
を
起
点
に
︱
﹂︵﹃
日
本
文
学
論
究
﹄
四
〇
冊
︑
一
九
八
〇
・
十
一
︶
｢岩
下
光
雄
著
﹃
源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺
﹄﹂︵﹃
國
學
院
雜
誌
﹄
十
八
巻
六
号
︑
一
九
八
〇
・
六
︶
｢御
伽
草
子
に
み
る
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
享
受
相
︵
二
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
二
六
号
︑
一
九
八
〇
・
一
︶
｢﹃
源
氏
物
語
﹄
に
み
る
雪
の
表
現
︱
そ
の
心
象
と
方
法
な
ど
︱
﹂︵﹃
雪
と
文
学
﹄
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
︑
一
九
七
九
・
十
二
︶
｢﹃
落
窪
物
語
﹄
の
構
造
︱
報
復
譚
と
出
世
譚
を
軸
に
︱
﹂︵﹃
初
期
物
語
文
学
の
意
識
﹄
笠
間
書
院
︑
一
九
七
九
・
五
︶
｢小
林
茂
美
著
﹁
源
氏
物
語
論
序
説
﹂﹂︵﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
四
四
巻
三
号
︑
一
九
七
九
・
三
︶
｢幸
若
舞
曲
﹁
伏
見
常
磐
﹂
ノ
ー
ト
﹂︵﹃
日
本
文
学
紀
要
﹄
四
六
九
号
︑
一
九
七
九
・
一
︶
｢竹
取
物
語
・
大
和
物
語
・
平
中
物
語
・
三
度
栗
・
弘
法
栗
﹂︵﹃
日
本
昔
話
事
典
﹄
弘
文
堂
︑
一
九
七
七
・
十
二
︶
｢須
磨
・
明
石
の
巻
に
照
る
月
︱
構
造
と
方
法
へ
の
展
開
︱
﹂︵﹃
学
苑
﹄
四
五
六
号
︑
一
九
七
七
・
十
二
︶
｢御
伽
草
子
に
み
る
﹁
源
氏
物
語
﹂
の
享
受
位
相
︵
一
︶﹂︵﹃
学
苑
﹄
四
四
五
号
︑
一
九
七
七
・
一
︶
｢出
羽
に
お
け
る
義
経
伝
説
の
断
面
そ
の
二
﹂︵﹃
学
苑
﹄
四
三
三
号
︑
一
九
七
六
・
一
︶
｢王
朝
日
記
参
考
文
献
﹂︵﹃
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
﹄
角
川
書
店
︑
一
九
七
五
・
七
︶
｢出
羽
に
お
け
る
義
経
伝
説
︵
︶﹂︵﹃
口
承
文
芸
の
展
開
﹄
桜
楓
社
︑
一
九
七
五
・
一
︶
1
｢源
氏
物
語
第
三
部
に
お
け
る
史
的
基
盤
か
ら
成
立
に
及
ぶ
考
察
﹂︵﹃
学
苑
﹄
四
一
九
号
︑
一
九
七
四
・
十
一
︶
｢︿
私
の
視
点
﹀
第
二
部
に
描
か
れ
た
仏
事
﹂︵﹃
日
本
文
学
﹄
二
三
巻
十
号
︑
一
九
七
四
・
十
︶
｢源
氏
物
語
第
二
部
の
史
的
基
盤
﹂︵﹃
日
本
文
学
﹄
二
三
巻
五
号
︑
一
九
七
四
・
五
︶
17 小山利彦教授 略歴及び業績
｢幡
多
郡
に
お
け
る
流
人
伝
説
﹂︵﹃
口
承
文
芸
の
総
合
研
究
﹄
三
弥
井
書
店
︑
一
九
七
四
・
四
︶
｢﹁
花
鳥
餘
情
﹂
成
立
の
周
辺
︱
﹃
源
氏
物
語
﹄
史
的
基
盤
探
究
の
一
環
︱
﹂︵﹃
日
本
文
学
紀
要
﹄
四
〇
九
号
︑
一
九
七
四
・
一
︶
｢﹁
源
氏
物
語
﹂
受
容
か
ら
み
た
﹁
増
鏡
﹂
の
執
筆
意
図
﹂︵﹃
源
氏
物
語
研
究
﹄
國
學
院
大
學
︑
一
九
七
三
・
十
二
︶
｢源
氏
物
語
第
三
部
に
お
け
る
行
事
を
軸
と
し
た
一
考
察
﹂︵﹃
源
氏
物
語
研
究
﹄
國
學
院
大
學
︑
一
九
七
二
・
十
二
︶
｢A
.W
aley
の
“T
h
e
T
ale
of
G
en
ji”と
﹁
源
氏
物
語
﹂
と
﹂︵﹃
成
蹊
論
叢
﹄
十
一
号
︑
一
九
七
二
・
十
二
︶
｢﹁
紫
日
記
﹂
小
考
﹂︵
月
刊
﹃
日
本
大
学
﹄
日
本
文
学
協
会
︑
一
九
七
二
・
十
︶
｢高
校
教
科
書
古
典
乙
Ⅱ
﹂︵
光
村
図
書
出
版
︑
一
九
七
二
・
五
︶
｢源
氏
物
語
第
一
部
に
お
け
る
準
拠
論
か
ら
み
た
構
成
論
と
成
立
論
﹂︵﹃
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
﹄
二
号
︑
一
九
七
一
・
三
︶
｢平
安
女
流
文
学
に
お
け
る
創
作
意
識
の
研
究
﹂︵﹃
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
﹄
一
九
六
九
・
十
二
︶
｢芭
蕉
俳
諧
の
推
敲
過
程
に
関
し
て
の
考
察
︱
語
法
を
軸
と
し
て
﹂︵﹃
日
本
文
学
論
究
﹄
二
九
号
︑
一
九
七
〇
・
十
一
︶
四
学
術
発
表
・
講
演
等
｢平
安
王
朝
文
化
と
渤
海
使
節
﹂︵
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Jap
an
ese
C
iv
ilization
:T
ok
en
s
an
d
M
an
ifestation
s︑
於
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
︑
二
〇
一
三
・
十
一
・
十
五
︶
｢良
相
邸
出
土
墨
書
土
器
が
語
る
も
の
﹂︵
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
座
︑
於
専
修
大
学
︑
二
〇
一
三
・
六
・
二
二
︶
｢天
竺
楽
と
日
本
王
朝
文
学
﹂︵
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
於
韓
国
・
檀
林
大
学
︑
二
〇
一
二
・
一
一
・
十
︶
｢﹃
奥
の
細
道
﹄
を
支
え
た
出
羽
文
人
の
風
景
﹂︵
専
修
大
学
史
学
科
公
開
講
座
︑
於
専
修
大
学
︑
二
〇
一
二
・
十
・
六
︶
｢御
霊
会
と
王
朝
文
化
︱
年
中
行
事
絵
巻
な
ど
﹂︵
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
二
・
九
・
一
︶
専修国文 第94号 18
｢平
安
京
地
主
神
︑
賀
茂
に
関
わ
る
文
学
空
間
﹂︵
中
古
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
平
安
文
学
と
地
理
﹂︑
於
立
命
館
大
学
︑
二
〇
一
〇
・
十
・
二
︶
｢准
太
上
天
皇
光
源
氏
の
賀
宴
︱
一
院
・
桐
壺
帝
と
の
比
較
か
ら
︱
﹂︵
國
學
院
大
學
源
氏
物
語
講
座
︑
於
國
學
院
大
學
︑
二
〇
一
〇
・
七
・
二
一
︶
｢光
源
氏
転
生
源
氏
物
語
千
年
紀
プ
ラ
ス
﹂︵
専
修
大
学
図
書
館
夏
の
企
画
展
の
資
料
作
成
と
説
明
︑
於
専
修
大
学
︑
二
〇
一
〇
・
七
・
十
四
︶
｢専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
﹃
源
氏
の
物
語
の
お
こ
り
﹄
試
論
︱
秀
吉
と
源
氏
物
語
﹂︵
第
回
源
氏
物
語
本
文
資
料
に
関
す
る
共
同
研
究
12
会
︑
於
國
學
院
大
學
︑
二
〇
〇
九
・
十
・
十
︶
｢新
た
な
る
源
氏
物
語
の
時
空
︱
発
掘
資
料
に
よ
る
展
開
﹂︵
於
専
修
大
学
︑
二
〇
〇
九
・
七
・
三
〇
︶
｢王
朝
と
御
神
楽
﹂︵
専
修
大
学
文
学
部
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
於
鶴
岡
八
幡
宮
︑
二
〇
〇
八
・
十
二
・
十
六
︶
｢Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
﹁
源
氏
物
語
千
年
の
謎
﹂﹂︵
二
〇
〇
八
・
十
一
・
二
︶
｢渤
海
使
を
迎
え
た
初
春
行
事
︱
男
踏
歌
﹂︵
韓
国
外
国
語
大
学
校
日
本
文
化
研
究
所
︑
二
〇
〇
八
・
十
・
二
四
︶
｢光
源
氏
物
語
と
賀
茂
の
祭
祀
﹂︵
於
國
學
院
大
学
︑
二
〇
〇
八
・
八
・
三
︶
｢平
安
京
と
文
学
﹂︵
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
大
学
ネ
ッ
ト
授
業
︑
二
〇
〇
八
・
三
・
二
七
︶
｢源
氏
物
語
の
糺
の
森
︱
須
磨
の
巻
︱
﹂︵
糺
の
森
財
団
設
立
一
周
年
講
演
︑
二
〇
〇
七
・
一
・
三
〇
︶
｢源
氏
物
語
︱
男
踏
歌
の
異
空
間
﹂︵
専
修
大
学
公
開
講
座
﹁
文
学
の
森
﹂︑
於
専
修
大
学
︑
二
〇
〇
六
・
十
一
︶
｢玉
鬘
の
晴
れ
の
空
間
︱
男
踏
歌
の
寿
詞
︱
﹂︵
國
學
院
大
學
源
氏
物
語
講
座
︑
於
國
學
院
大
學
︑
二
〇
〇
六
・
七
︶
｢光
源
氏
の
栄
華
と
賀
茂
の
祭
祀
﹂︵
千
葉
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
︑
二
〇
〇
五
・
十
一
・
九
︶
19 小山利彦教授 略歴及び業績
｢源
氏
物
語
︱
四
季
の
宮
廷
行
事
︱
﹂︵
明
治
大
学
源
氏
物
語
講
座
︑
於
明
治
大
学
︑
二
〇
〇
五
・
八
︶
｢シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
源
氏
物
語
と
祭
礼
﹂﹂︵
明
治
大
学
大
学
院
研
究
科
講
座
︑
二
〇
〇
五
・
七
︶
｢光
源
氏
の
栄
華
と
賀
茂
の
祭
祀
﹂︵
専
修
大
学
公
開
講
座
﹁
文
学
の
森
﹂︑
於
専
修
大
学
︑
二
〇
〇
三
・
十
二
・
六
︶
｢平
安
京
を
守
る
雅
び
な
聖
祭
﹂︵
専
修
大
学
文
学
部
公
開
講
座
︑
於
専
修
大
学
︑
二
〇
〇
一
・
七
・
二
三
︶
｢平
安
京
文
学
と
風
土
﹂︵
日
本
文
学
風
土
学
会
︑
一
九
八
七
・
七
・
一
︶
｢男
踏
歌
と
源
氏
物
語
﹂︵
日
本
歌
謡
学
会
︑
一
九
八
五
・
五
・
一
︶
｢王
朝
に
お
け
る
唐
文
化
移
入
の
一
断
面
︱
踏
歌
を
軸
に
︱
﹂︵
日
本
文
学
風
土
学
会
︑
一
九
八
四
・
五
・
一
︶
｢源
氏
物
語
﹁
須
磨
﹂﹁
明
石
﹂
の
方
法
﹂︵
専
修
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
公
開
講
座
︑
於
専
修
大
学
︑
一
九
七
九
・
七
・
一
︶
専修国文 第94号 20
